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コンサルコンサルタントコンサルタント 　「コンサルタントの現場から」のコラムは、

コンサルタントがコンサルティング等の現場

で見聞きしたことの中から、参考になるので

はないかという四方山話を綴ったものです。

【第7面に続く】

  先日、ある中堅企業を訪問する機会があった。業歴 62 年の企業だ。

創業者は昨年逝去されたのだが、この企業には業歴を裏付ける経営

思想が引き継がれていた。

整理・整頓の徹底
  一つは、創業以来徹底されてきた整理・整頓だ。整理は必要なも

のだけにすること。どれだけ整理が徹底されているかは、経営数字

ということでは在庫の水準をみるとわかる。整理が行き届いている

企業は必要な在庫しか持たないからだ。取り扱っているアイテム数

は 1,500 を超えるにもかかわらず、棚卸資産の回転日数は 13.6 日し

かない。在庫だけは徹底して管理していると言われていたが、滞留

在庫などのムダな在庫はない。倉庫や生産現場を見せていただくと、

清掃も行き届いていた。

下請けこそ大切に
  もう一つ貫かれているのが、下請け企業を大切にするという基本

姿勢だ。その表れの一つが支払いサイトの短さだ。今は、事務処理

の関係から、15 日締めの月末現金払いにしているとのことだが、以

前は 15 日締めの 22 日払いにしていたとのこと。一般的には、支払

いサイトが 3 カ月、4 カ月というところも多い中、これだけ支払いサ

イトが短いのは、取引先にとっては資金繰り面で大いに助かる。

  ここには、自社の事業を守るために一番大切なのは下請け企業だ

という創業以来の考え方がある。この企業は下請け企業の力を借り

て新製品を開発している。また、製造の多くを下請け企業に頼って

いる。下請け企業が良い品質のものを顧客の要望に沿う納期で協力

してくれることで、自社の事業が成り立っていると考えているのだ。

社長のお話しでは、以前、販売先が倒産して数千万円の不良債権を

抱えたことがあるが、販売先の一つが倒産しても、それ以外にいく

つも販売先はあるし、新たに販売先を開拓していくことでそれを埋

めることはできる。しかし、開発や生産を支えてくれる下請け企業

が倒産すれば、たちどころに新製品の開発も製造もできなくなり、

自社の経営そのものを根底から揺るがすことになる。絶対に下請け

企業を倒産させてはならないということであり、そのためには、下

請け企業には、資金繰りで苦労させてはならないというのが創業者

の思想だったのだ。

いつの間にか消える経営思想
  大手企業も昔は月末締めの翌月 15 日に現金払いというような企業

もあったが、今では支払いサイトを延ばしている企業は多い。昔は

下請け企業を大切にしてきたが、今は下請けも選別の時代、力のあ

るところだけが生き残る時代という考えの企業は多い。下請け企業

と一体になって成長してきた時代は終わったと考える企業が多い中、

下請け企業を大切にし、下請け企業と共に発展していこうというこ

のような企業は数少ないのではないだろうか。ちなみに、この企業

の売掛金の回収サイトは 3 カ月から 4 カ月。これに対して、支払い

サイトは 15 日なのだから、十分な資金が無ければ、このようなこと

はできない。だからこそ、整理・整頓の徹底で余分な在庫を持たず
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【第6面から続く】

に事業を進めることが大切ということであり、このように徹底した

キャッシュフロー経営の推進により潤沢な資金を持って事業運営が

できているからこそ、下請け企業への支払いサイトが短くできてい

るのだ。

経営思想の継承の大切さ
  業歴の長い企業には、その企業なりとしっかりとした経営思想が

ある。それがあるからこそ、長寿企業として生き残れているのだ。

問題は、世代交代時にこの経営思想がどこかにいってしまうことが

あるということだ。経営のバトンを次の世代に渡す時に、どれだけ

経営思想のバトンを渡せるかが実は重要なのだ。

  さて、皆さんの企業では、経営思想や経営理念が形だけではなく、

真の意味やそこに込められた思いが引き継がれているだろうか。長

寿企業になれるか否かは、こんなところにもその一面があるかもし

れない。

  8 月 7 日はタイ中央銀行金融政策決定会合（MPC）が実施された。今

回の会合については市場では政策金利維持を見込んでいたが、結果は

利下げ 5 票、維持 2 票で利下げ。このアナウンス直後、ドルバーツは

30.70 台から 30.90 付近まで急騰。然しすぐに国内企業からのものと

思しきドル売りバーツ買いにより急落し、元の水準である 30.70 台半

ばまで戻した。夜間は日中のアジア中銀での利下げやシカゴ連銀総裁

が貿易問題からの景気悪化は追加金融緩和を正当化すると発言したこ

とで緩和期待が高まり株式市場中心のリスクオンとなりドルバーツは

つられて上昇し、30.80 台で推移した。

  然し翌日 8 日日中は 7 日の上値の重さを見ている国内よりドルバー

ツの売りが入り、結局 30.75 付近でのもみ合いに終始。

  9 日は閑散な中、前日の流れを引き継ぎじりじりとドルバーツは更

に低下することに。午後から夜にかけて 30.71 付近に到達した。然し

その後、中国が米国からの原油輸入のためタンカーをチャーターした

との報道に貿易摩擦の緩和が連想されリスクオン。ドルバーツは

30.80 を抜ける場面も。

  週明けて 12 日はタイ休日であったが海外では週末の流れを引き継

ぎドルバーツは 30.85 付近まで上昇した。

  13 日には国内からの売りに押されて 30.75 に迫るところまで下落。

然し同日、夜間に米中貿易問題に関連し一部関税猶予のヘッドライン

が出たことでリスクオン。14 日現在、ドルバーツは底堅さを増しつつ

30.80 台前半の推移を続けている。

ドルバーツは横ばい推移か
  タイ中銀は 7 日の MPC で 5 対 2 の賛成多数で 25bp の利下げを決定

した。事前の Bloomberg 調査では、エコノミスト 29 名のうち利下げ

を予想したのはわずか 2 名と、かなりのサプライズ。然しながら、ド

ルバーツの上昇は一時ですぐに国内からの売りに押された。上昇モメ

ンタム発生時、その動きを抑制するドルバーツの売り需要は相応にあ

るものと確認できた。

  一方、今週は、3000 億ドルの追加関税発動を前に一部課税延期のヘッ

ドラインにリスクオンとなる。米金利は 2007 年以降初めて 2 年債利回

りが 10 年債利回りを逆転、30 年債利回りは過去最低水準に。夏休みと

いうこともありマーケットの流動性はきわめて薄く、更なるリスクオ

ンを切欠とした金利急騰、スピードを伴うドル高には注意が必要だ。

  そのような環境下、来週週末には FED のジャクソンホールでのシン

ポジウム“Challenges for Monetary Policy”が控えており、様子見

ムードが強まりやすい。ドルバーツは横ばいでの推移が続く可能性が

高い。 (8 月 14 日 23：00)
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